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休日救急医療当番医・無料相談　ほか

種類 開設日 時間 会場・問い合わせ先 内容

弁護士法律相談
（要予約）

１日㈬
15日㈬ 10:00 ～ 12:00 ●市消費生活センター（本庁舎地下）

※マスク着用の上、対面式の相談となります。
問市消費生活センター☎㉒1133
　（平日／午前９時～午後５時）

多重債務、離婚・相続
問題など
※当日の弁護士との利
　益相反の有無により
　相談を受けられない
　場合があります。

８日㈬
22日㈬ 13:00 ～ 16:00

交通事故相談 月～金
曜日

９:00
13:00

～
～
12:00
16:00 問県庁県政相談コーナー☎024-521-4281 損害賠償請求や示談の

仕方など
心配ごと相談 14日㈫

28日㈫ 10:00 ～ 12:00 ●中央老人福祉センター（北中川原）
問白河市社会福祉協議会☎㉔4222

生計、家族に関するこ
となど

心の健康相談
（要予約） 17日㈮ 14:30 ～ 16:00 ●県南保健福祉事務所（郭内）

問県南保健福祉事務所☎㉒5649
未受診の方のうつ状態、
ひきこもりに関する相談

認知症の人と
家族の会 18日㈯ 13:30 ～ 15:30 ●中央老人福祉センター（北中川原）

問同県南地区事務局☎53239
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

あったかカフェ ２日㈭ 13:30 ～ 15:00 ●マイタウン白河地下会議室（本町）
問高齢福祉課高齢者支援係☎㉘5519

認知症に関する相談
どなたでも参加可能

市民あったか相談

月～金
曜日　 ８:30 ～ 17:15

●生活防災課
問生活防災課内専用電話☎㉒1717

市行政などに関する
相談

空き家の利活用
相談

●企画政策課
問☎㉘5500

空き家バンクの登録な
ど利活用に関する相談

おくやみ窓口
利用の予約

問市民課☎㉘5513
各庁舎地域振興課　表郷☎32211
大信☎462114　東☎34211

亡くなられた方に関す
る市役所での各種手続
きの相談のための予約

ハートコール
（いじめ等相談電話）

問ハートコール相談専用電話
☎0800-800-1893（フリーダイヤル）

児童・生徒のいじめな
どに関する相談

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

５日㈰
小 児 科 わたなべ子どもクリニック ㉑2166
内科・外科 き た む ら 整 形 外 科 42553
歯　 科 か た の 歯 科 医 院 ㉒8833

12日㈰
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 ㉒2211
内科・外科 ま つ や ま ク リ ニ ッ ク 41231
歯　 科 国 馬 歯 科 医 院 45278

13日㈷
小 児 科 かんの小児科クリニック ㉑8500
内科・外科 よしだ内科クリニック ㉑5711
歯　 科 斎 須 歯 科 医 院 32434

19日㈰
小 児 科 ねもとキッズクリニック ㉑5623
内科・外科 き く ち 診 療 所 ㉑8672
歯　 科 ひぐち歯科クリニック ㉑5307

26日㈰
小 児 科 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク 42204
内科・外科 白河市表郷クリニック 32231
歯　 科 須 藤 歯 科 医 院 ㉒6460

10 月の休日救急医療当番医

♥協力事業所
　パナソニックオートモーティブシステムズ㈱白河工場、
　東北電力ネットワーク㈱白河電力センター、
　㈱三谷精密白河工場

〈愛の基金〉
♥10万円 藤田 圭介　様（表郷金山）
♥３万円 松川 典夫　様（旭町）
♥３万円 林 佳代子　様（東釜子）
♥３万円 金澤 マサ　様（関辺）
♥５千円 金勝寺ボランティア　佐藤 力　様

善 意の窓 あたたかい善意をありがとうございました。

（７月受付分）

〈小・中学校教育振興寄附金〉
♥４万円 菊地 敬子　様（東下野出島）
♥４万円 長田 明実　様（大信中新城）
♥２万円 八代 浩美　様（東上野出島）
♥１万円 矢吹 敏明　様（東下野出島）
〈グリーンスタジアム・ブルースタジアムへ寄贈〉
♥審判室・放送室用椅子20脚　　白河信用金庫　様

10 月の献血 ※日程と会場が、都合により
　変更になることがあります。

10 月の無料相談

《小児平日夜間救急外来》
●場　所　白河厚生総合病院　小児科外来☎㉒2211
●診療日　月・火・木曜日（祝日を除く）
●時　間　午後７時15分～９時15分
※受診する時には、必ず事前に連絡してください。
※このほか、次の救急電話相談窓口を開設しておりますの
　で、ご利用ください。
◇県救急電話相談　＃7119（365日24時間対応）
◇県こども救急電話相談　＃8000または024-521-3790
　（午後６時～翌日午前８時）

〈ふるさと文化振興基金寄附金〉
♥10万円 扇歌謡教室　会主　扇 陽子　様

実施日 時間 会場 所在地

１日㈬
13:00～14:15 白河地方広域市町村圏整備組合（消防本部） 立石山

15:15～16:45 福島県南土建工業㈱ 中　田
22日㈬ 10:00～13:30 県白河合同庁舎 昭和町

〈市政発展のため〉
♥10万円 藤田 圭介　様（表郷金山）
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１
７
９
２
年
10
月
。
ラ
ク
ス
マ
ン
率
い
る
ロ

シ
ア
船
が
根
室
に
来
航
し
た
。
書
簡
を
携
え
、

漂
流
民
大だ

い

黒こ
く

屋や

光こ
う

太だ

夫ゆ
う

ら
を
伴
い
、
日
本
と
の

通
商
を
求
め
た
。
時
の
老
中
は
松
平
定
信
。「
礼

と
法
」
を
基
本
に
対
応
し
た
。
ロ
シ
ア
は
世
界

の
強
大
国
で
、
名
分
の
な
い
戦
争
は
し
な
い
と

外
国
の
本
に
書
い
て
あ
る
。
ま
た
、
漂
流
民
の

送
還
と
い
う
正
当
な
理
由
が
あ
る
。
礼
節
を

持
っ
て
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
日
本
に
は
「
国
交
の
な
い
船
が
沿
岸

に
渡
来
す
れ
ば
、
逮
捕
す
る
か
打
ち
払
う
と
い

う
国・

法・

が
あ
る
」
と
拒
絶
。
ラ
ク
ス
マ
ン
は
漂

流
民
を
江
戸
で
引
き
渡
し
た
い
と
主
張
。
定
信

は
憂
慮
す
る
。
入
港
さ
れ
た
ら
江
戸
の
無
防
備

さ
が
露
見
す
る
。
人
心
を
惑
わ
す
、
と
し
て
処

罰
し
た
林は

や
し

子し

平へ
い

が
『
海か

い

国こ
く

兵へ
い

談だ
ん

』
で
指
摘
し
た

海
防
体
制
の
不
備
が
証
明
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、
入
港
を
や
み
く
も
に
拒
否
す
る
だ

け
で
は
紛
争
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を

避
け
る
た
め
、
ロ
シ
ア
側
に
「
活
路
」
を
開
い

て
や
る
こ
と
を
考
え
た
。「
わ
が
国
法
で
は
、
外

交
交
渉
の
地
は
長
崎
で
あ
り
、
江
戸
に
来
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
長
崎
の
地
で
通
商
交
渉

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
入
港
許
可
証
で
あ
る
信し

ん

牌ぱ
い

を
与
え
よ
う
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
定
信
は
ロ
シ
ア
貿
易
を
覚
悟
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
英え

い

邁ま
い

な
為
政
者
は
、
ロ
シ
ア
が
千
島

や
樺か

ら

太ふ
と

で
交
易
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い

た
。「
活
路
」
は
窮
余
の
一
策
で
は
な
く
、
ロ
シ

ア
再
訪
を
見
越
し
て
の
周
到
な
外
交
だ
っ
た
。

　
日
本
の
近
代
史
は
、
ペ
リ
ー
の
浦う

ら

賀が

来
航
に

始
ま
る
と
考
え
が
ち
だ
。
だ
が
近
代
史
の
扉
を

叩た
た

い
た
の
は
「
北
の
黒
船
」
ロ
シ
ア
艦
隊
だ
っ

た
。
ペ
リ
ー
の
半
世
紀
前
に
ロ
シ
ア
は
使
節
を

派
遣
し
て
い
る
。
16
〜
17
Ｃ
、
日
本
は
ス
ペ
イ

ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
、
南
方
か
ら
の
国
し
か
視

野
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
間
ロ

シ
ア
が
ど
ん
ど
ん
勢
力
を
伸
ば
し
た
。

　
特
に
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
時
代
、
西
欧
文
明

を
貪
欲
に
取
り
入
れ
大
躍
進
し
た
。
シ
ベ
リ
ア

経
営
に
意
欲
を
燃
や
し
、
驚
異
的
な
速
さ
で
カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
を
征
服
。
１
７
２
８
年
に
は

ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
に
到
達
し
た
。
江
戸
期
、
外

国
へ
の
日
本
人
漂
流
事
案
は
確
認
で
き
る
も
の

だ
け
で
３
３
９
件
。
そ
の
多
く
が
ロ
シ
ア
で
４

人
の
皇
帝
が
漂
流
民
を
引
見
し
て
い
る
。
極
東

へ
の
関
心
の
大
き
さ
が
伺
わ
れ
る
。

　
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
南
に
は
、
敷
石
の
よ
う
に

千ち

島し
ま

列
島
が
続
く
。
そ
こ
で
ア
イ
ヌ
と
遭
遇
し

交
易
を
始
め
る
。
そ
の
先
に
は
大
き
い
島
が
あ

る
。
蝦え

夷ぞ

だ
。
そ
の
南
に
は
弓
状
の
島
が
連
な

る
。
日
本
と
の
接
触
が
始
ま
る
。
仙
台
藩
の
医

師
工く

藤ど
う

平へ
い

助す
け

は
『
赤あ

か

蝦え

夷ぞ

風ふ
う

説せ
つ

考こ
う

』
を
著
し
、

大
帝
国
ロ
シ
ア
が
千
島
ま
で
進
出
し
て
い
る
こ

と
を
告
げ
、
北
方
海
防
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
問
題
が
あ
っ
た
。
攘じ

ょ
う

夷い

論ろ
ん

を
国
法
と
し
た
こ

と
だ
。
家
光
の
「
鎖
国
令
」
は
日
本
人
の
渡
航

を
禁
じ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
た
も

の
。
特
定
の
国
の
排
除
で
あ
り
、
関
係
を
持
つ

国
を
特
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
定
信
は

国
と
し
て
の
外
交
政
策
の
基
本
を
定
め
た
が
、

新
し
い
国
と
の
通
商
の
余
地
は
残
し
て
い
た
。

　
だ
が
後
の
老
中
が
「
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
法
規

範
」
ま
で
高
め
て
し
ま
っ
た
。
相
次
ぐ
外
国

船
を
恐
れ
、
ま
た
こ
れ
を
肯
定
す
る
論
拠
が

示
さ
れ
た
こ
と
が
背
中
を
押
し
た
。
１
７
２
７

年
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師
ケ
ン
ペ
ル
が
、
日

本
で
の
見
聞
を
『
日
本
誌
』
と
し
て
出
版
。

１
８
０
１
年
、
蘭ら

ん

学
者
志し

筑づ
き

忠た
だ

雄お

が
日
本
の
対

外
政
策
を
『
鎖
国
論
』
と
訳
し
た
。
こ
れ
以
降
、

鎖
国
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
１
８
０
４
年
（
文
化
元
年
）
定
信
が
与
え
た

信
牌
を
持
ち
レ
ザ
ノ
フ
が
長
崎
に
現
れ
た
。
ロ

シ
ア
は
ラ
ク
ス
マ
ン
へ
の
対
応
か
ら
、
日
本
に

通
商
の
意
志
あ
り
と
踏
ん
で
い
た
。
だ
が
回
答

は
定
信
の
対
応
と
は
対
照
的
。「
一
切
拒
否
」
と

冷
た
く
つ
き
放
さ
れ
た
。
面
子
を
つ
ぶ
さ
れ
た

レ
ザ
ノ
フ
一
行
は
、
樺
太
や
択え

と
ろ
ふ捉
の
日
本
番
所

を
襲
撃
し
た
。「
文
化
露ろ

寇こ
う

事
件
」
で
あ
る
。

杉す
ぎ

田た

玄げ
ん

白ぱ
く

や
司し

馬ば

江こ
う

漢か
ん

ら
知
識
人
は
、
前
回

貿
易
を
許
可
す
る
よ
う
な
返
事
を
し
て
お
い
て
、

全
面
拒
否
し
た
の
は
信
義
に
悖も

と

る
と
幕
府
を
批

判
し
た
。
こ
の
頃
ま
で
定
信
政
権
が
続
い
て
い

た
ら
、
弱
肉
強
食
の
世
界
の
大
勢
を
見
て
、
ロ

シ
ア
と
の
交
易
を
始
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
松
平
定
信
の
ロ
シ
ア
外
交
」

市長の手控え帖
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